
谷
崎
潤
一
郎

　
　
　
　
　
大
正
七
年
の
中
国
旅
行

馬

場
　
　
夕
美
子

　
谷
崎
潤
一
郎
は
、
中
国
を
二
度
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
度
目
の
大
正
七

年
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
章
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　
　
「
支
那
旅
行
」
一
大
８
・
２
一
、
「
南
京
夫
子
廟
」
一
大
８
・
２
一
、
「
蘇
州
紀

　
　
行
」
一
大
８
・
２
－
３
一
、
「
秦
准
の
夜
」
一
大
８
・
２
－
３
一
、
「
支
那
劇
を

　
　
観
る
記
」
一
大
８
・
６
一
、
「
支
那
の
料
理
」
一
大
８
・
１
０
一
、
「
或
る
漂
泊
者

　
　
の
悌
」
一
大
８
・
ｕ
一
、
「
盧
山
日
記
」
一
大
１
０
・
９
一
、
「
奉
天
時
代
の
杢
太

　
　
郎
氏
」
（
昭
２
１
・
１
０
一
、
「
朝
鮮
雑
感
」
（
初
出
未
詳
一

中
国
旅
行
は
、
谷
崎
の
生
涯
で
唯
一
の
海
外
旅
行
で
あ
り
、
谷
崎
の
中
国
趣
味

を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
、
そ
の
詳
細

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
大
正
七
年
の
旅
行
に
注
目
し
、

そ
の
出
発
ま
で
の
経
緯
を
見
る
と
と
も
に
、
右
記
の
文
章
を
参
考
に
、
こ
の
旅

行
の
行
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

谷
崎
潤
一
郎

　
大
正
七
年
十
月
九
日
か
ら
約
二
か
月
、
谷
崎
は
中
国
を
旅
行
す
る
。
そ
の
出

発
日
の
東
京
駅
で
の
谷
崎
の
様
子
が
、
新
聞
に
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
支
那
行

き
」
と
題
し
、
夫
人
令
嬢
を
伴
っ
た
写
真
と
と
も
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

記
事
の
中
に
、
「
例
の
末
日
会
の
文
士
連
が
小
村
侯
の
話
か
ら
思
ひ
付
い
て
支

那
へ
お
揃
ひ
で
出
掛
け
る
話
だ
っ
た
が
谷
崎
潤
一
郎
君
だ
け
」
立
っ
こ
と
に
な

　
↑
一っ

た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
谷
崎
の
中
国
旅
行
の
直
接
の
き
っ
か
け
が
末
日
会
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
谷
崎
が
末
日
会
の
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

「
例
の
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
末
日
会
が
当
時
、
新
聞
を
賑
わ
し
て
い
た
こ
と

な
ど
も
推
測
し
得
る
。

　
末
日
会
は
、
「
政
治
家
も
、
実
業
家
も
、
官
吏
も
、
文
士
も
一
緒
の
会
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
、
大
正
七
年
の
一
月
三
十
一
日
に
「
鴻
之
巣
」
で
初
め
て
開
か
れ
た
。
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
「
代
議
士
尾
崎
敬
義
、
政
論
家
大
山
郁
夫
、
文
学
者
有
島
武
郎
、
田
中
純
」

が
な
り
、
「
其
の
後
、
三
、
五
、
七
の
隔
月
に
毎
回
新
橋
駅
楼
上
の
東
洋
軒
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
会
合
を
開
き
、
八
月
以
降
は
毎
月
開
会
と
な
っ
た
。

　
小
村
侯
と
は
小
村
欣
一
の
こ
と
で
、
文
学
及
び
芸
術
、
そ
の
中
で
も
特
に
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
好
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。
小
村
侯
は
、
三
月
の
第
二
回
会
合
か
ら
末
日
会
に

加
わ
っ
た
の
だ
が
、
「
此
の
政
治
家
、
文
学
者
の
提
携
に
多
大
の
興
味
を
見
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

し
、
自
ら
入
会
を
申
し
込
ん
だ
程
の
熱
心
家
」
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、

末
日
会
の
み
な
ら
ず
、
大
正
八
年
一
月
に
は
、
田
中
純
、
吉
井
勇
ら
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

国
民
文
芸
会
を
も
旗
揚
げ
し
て
い
る
。

　
田
中
純
に
よ
る
と
、
そ
の
頃
は
、
「
懇
話
会
や
晩
餐
会
が
絶
え
ず
何
処
か
で

開
か
れ
て
」
お
り
、
「
文
壇
外
の
人
た
ち
、
政
治
家
や
実
業
家
や
劇
場
人
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
す
る
よ
う
な
も
の
も
相
当
に
多
か
っ
た
」
。
後
藤
新
平
男
爵
の
文
士
招
待
会
、

国
民
文
芸
会
、
末
日
会
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
田
中
は
こ
の
三
っ
の
会
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

す
べ
て
に
お
い
て
幹
事
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
田
中
が
末
日
会

に
つ
い
て
語
っ
た
、
大
正
七
年
八
月
十
一
日
の
新
聞
記
事
に
は
、

　
　
毎
回
出
席
さ
れ
て
居
る
人
は
尾
崎
敬
義
、
小
村
欣
一
、
植
原
悦
二
郎
、
鶴

　
　
見
祐
輔
、
若
宮
卯
之
助
、
田
中
王
堂
、
大
山
郁
夫
、
吉
井
勇
、
阿
部
次
郎
、

　
　
岩
野
泡
鳴
、
生
田
長
江
、
有
島
武
郎
、
同
生
馬
、
里
見
弾
、
長
田
秀
雄
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
　
同
幹
彦
、
室
伏
高
信
、
与
謝
野
寛
、
同
晶
子

と
あ
り
、
谷
崎
の
名
前
は
出
て
い
な
い
。
し
か
し
、
末
日
会
の
会
員
が
、
各
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　
　
　
　
　
　
＠

の
「
知
人
を
推
挙
」
す
る
形
で
集
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
の
会
員
の
顔
ぶ

れ
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
会
の
発
起
者
で
あ
る
田
中
自
身
、
谷
崎
と
は
知
り
合

　
　
　
　
＠

い
で
あ
っ
た
し
、
谷
崎
も
そ
こ
に
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
決
し
て
無
理

な
こ
と
で
は
な
い
。

　
末
日
会
の
中
で
中
国
旅
行
の
話
が
出
て
い
た
の
も
事
実
で
、
そ
れ
は
大
正
七

年
九
月
十
七
日
の
「
文
士
連
の
支
那
漫
遊
　
　
ハ
村
侯
の
肝
煎
で
末
日
会
の
青

年
作
家
連
が
早
晩
実
行
す
る
事
に
な
る
」
と
い
う
記
事
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
「
『
末
日
会
な
ん
て
あ
ん
な
い
・
加
減
な
文
士
と
政
治
家
の
集
団
に
何

が
出
来
る
も
ん
か
』
と
ま
で
酷
評
さ
れ
」
て
い
た
ら
し
い
が
、
会
の
「
今
後
の

発
展
を
画
策
し
て
ゐ
る
そ
の
第
一
着
手
と
し
て
最
近
会
員
の
三
四
が
支
那
漫
遊

を
敢
行
し
支
那
と
い
ふ
も
の
を
文
学
を
出
発
点
と
す
る
政
治
的
見
地
か
ら
視
察

し
て
会
合
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
」
よ
う
と
す
る
企
画
が
起
こ
り
、
小
村
侯
が

「
支
那
課
長
」
に
な
っ
た
と
い
う
。
政
治
家
連
が
経
済
的
な
援
助
を
買
っ
て
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
だ
の
、
「
中
日
事
業
」
を
視
察
す
る
だ
の
、
案
は
出
て
い
た
よ
う
だ
が
、
実

現
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
「
青
年
作
家

連
」
の
中
に
谷
崎
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
前
掲
の
記
事
、
「
谷
崎
潤
一
郎
氏

の
支
那
行
き
」
は
指
し
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
結
局
、
谷
崎
は
自
費
で
の
一
人
旅
を
行
っ
た
。
谷
崎
は
こ
の
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
っ
い
て
、
「
ナ
ー
二
、
遊
び
に
出
掛
け
る
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
政
治

嫌
い
の
谷
崎
に
と
っ
て
は
、
末
日
会
か
ら
離
れ
た
旅
行
の
方
が
望
ま
し
か
っ
た



の
か
も
し
れ
な
い
。
末
日
会
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
谷
崎
が
こ
の
会
に
魅
力
を

感
じ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
が
、
末
日
会
と
谷
崎
を
直
接
結
び
付
け

る
資
料
が
見
っ
か
ら
な
い
原
因
だ
ろ
う
。
っ
ま
り
、
谷
崎
の
不
熱
心
さ
を
表
し

て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
谷
崎
の
中
国
旅
行
が
末
日
会
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
あ
げ
て
き
た
根
拠
に
よ
り
、
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
一
方
で
、
谷
崎
の
中
国
旅
行
が
佐
藤
春
夫
の
発
案
に
よ
る
も
の
だ
と
言
え
る

根
拠
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
佐
藤
自
身
が
『
支
那
雑
記
』
一
昭
１
６
・
１
０
・
１
８
、
大

道
書
房
）
の
中
で
語
っ
て
い
る
。
「
二
十
数
年
前
、
大
陸
旅
行
の
趣
味
と
必
要

を
言
ひ
出
し
た
の
も
自
分
で
あ
つ
た
。
谷
崎
が
先
づ
、
次
い
で
芥
川
が
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
も
自
分
の
発
案
に
促
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
。
そ
し
て
、
大
正
七
年
七
月
二

十
日
付
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
「
合
降
瀞
一
脈
貯
は
佐
藤
春
夫
氏
と
共
に
今
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

支
那
を
漫
遊
す
る
心
組
な
る
由
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
谷
崎
の
中
国
行
き
の
準
備
が
、
七
月
頃
か
ら
既
に
始
ま
っ

て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
大
正
七
年
七
月
九
日
に
は
、
「
谷
降
彫
一
昨
肝
今
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

九
月
下
旬
出
発
支
那
に
赴
く
可
く
目
下
其
準
備
に
着
手
中
」
と
あ
り
、
八
月
二

十
二
日
に
は
、
「
目
下
上
京
中
尚
ほ
来
月
廿
日
頃
出
発
先
づ
満
州
に
赴
き
南
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ま
で
歴
遊
す
る
心
組
な
り
と
」
と
あ
る
。
七
月
に
既
に
中
国
旅
行
の
予
定
が
立

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
末
日
会
な
ら
五
月
例
会
で
話
が
出
て
い
た
こ
と

に
も
な
る
。
そ
し
て
、
出
発
日
が
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
て
十
月
九
日
に
落
ち

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

着
い
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
九
月
十
七
日
に
、
「
目
下
上
京
中
の
氏
は
芝
愛
宕
下
町
青
木
旅
館
に
逗
留
中
」

と
あ
る
よ
う
に
、
九
月
に
は
い
る
と
、
谷
崎
は
沢
田
卓
爾
の
世
話
で
、
彼
の
下

宿
「
青
木
」
の
一
室
に
泊
ま
り
込
む
よ
う
に
な
る
。
「
新
聞
記
者
や
無
用
な
客

　
　
菖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
避
け
」
る
た
め
、
「
蛎
殻
町
の
実
家
で
は
支
度
が
し
に
く
い
か
ら
」
と
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ざ
と
「
一
カ
月
余
り
止
宿
し
て
い
た
」
よ
う
だ
が
、
そ
の
問
、
沢
田
や
佐
藤
春

夫
を
引
き
連
れ
て
、
連
日
浅
草
へ
通
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
「
支
那
へ
行
こ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

し
て
い
る
と
き
で
も
あ
る
し
、
し
よ
う
と
思
え
ば
前
借
り
も
で
き
る
」
谷
崎
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

お
金
が
あ
っ
た
の
で
、
「
渡
支
の
支
度
を
す
る
と
称
し
て
」
家
庭
か
ら
離
れ
、

二
人
を
連
れ
て
遊
び
歩
い
て
い
た
。
佐
藤
春
夫
に
宛
て
、
大
正
七
年
九
月
一
推

定
一
十
二
日
に
「
先
日
は
失
礼
、
明
十
三
日
は
多
少
の
雨
天
で
あ
つ
て
も
、
芝

居
へ
行
く
つ
も
り
で
す
。
江
口
氏
を
誘
つ
て
四
時
ご
ろ
ま
で
に
上
山
方
へ
入
ら

つ
し
や
い
。
」
と
葉
書
を
出
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
頃
の
状
況
を
物
語
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
江
口
漢
に
よ
る
と
、
「
谷
崎
は
旅
費
を
作
る
た
め
に
中
央
公
論
や
新
小
説
か

ら
ず
い
ぶ
ん
原
稿
料
の
前
借
り
を
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
足
り
な
く
っ
て
、

春
陽
堂
へ
自
分
の
小
説
の
版
権
ま
で
売
っ
て
い
る
」
。
番
頭
が
止
め
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
き
み
の
方
で
新
小
説
の
前
借
を
ぼ
く
の
要
求
ど
お
り
に
さ
せ
な

い
ん
だ
か
ら
、
版
権
を
売
る
よ
り
ほ
か
に
金
の
作
り
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
」
と
言
っ
て
、
「
本
で
二
冊
分
ぐ
ら
い
」
を
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

帰
国
後
、
大
正
八
年
に
は
、
「
中
央
公
論
」
に
四
回
、
「
新
小
説
」
に
三
回
、
寄

　
　
　
　
ゆ

稿
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
谷
崎
の
中
国
行
き
を
批
判
す
る
か
の
よ
う
な
文
章
を
、

大
正
七
年
九
月
二
十
九
日
、
近
松
秋
江
が
寄
せ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
頃
文
壇
の
一
部
で
は
支
那
に
遊
ぶ
と
い
ふ
こ
と
が
、
屡
話
題
に
な

　
　
つ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
結
構
な
こ
と
・
思
ふ
。

　
　
　
乍
併
支
那
に
行
つ
て
来
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
自
己
の
文
名
の
広
告
に
用

　
　
ゆ
る
心
な
ら
ば
、
別
問
題
。
又
此
の
頃
一
派
の
月
評
家
に
よ
っ
て
、
頻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

　
　
に
担
が
れ
て
ゐ
る
荒
唐
無
稽
な
る
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
小
説
や
時
代
錯
誤
の
夢

　
　
幻
的
小
説
の
種
題
蒐
集
に
出
掛
け
る
と
い
ふ
の
な
ら
ば
吾
々
に
取
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
真
面
目
に
な
つ
て
兎
角
云
ふ
べ
き
問
題
で
は
な
い
。

「
こ
の
頃
文
壇
の
一
部
で
は
支
那
に
遊
ぶ
と
い
ふ
こ
と
が
、
慶
話
題
に
な
つ
て

ゐ
る
」
と
い
う
の
は
、
末
日
会
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
「
荒
唐
無
稽
な
る
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

マ
ン
チ
ツ
ク
小
説
や
時
代
錯
誤
の
夢
幻
的
小
説
」
と
い
う
の
は
、
谷
崎
の
作
品

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
人
魚
の
嘆
き
」
（
大
６
・

１
）
や
、
「
魔
術
師
」
（
大
６
・
１
）
、
「
人
面
疽
」
（
大
７
・
３
）
、
「
白
昼
鬼
語
」

（
大
７
・
６
）
な
ど
。

　
秋
江
は
、
大
正
七
年
八
月
に
発
表
し
た
「
ロ
マ
ン
テ
ッ
ク
小
説
を
排
す
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

中
で
も
「
荒
唐
無
稽
な
る
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
の
作
品
や
夢
幻
的
な
る
歴
史
小
説
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
直
接
谷
崎
の
作
品
を
あ
げ
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
い
。
し
か
し
、
秋
江
は
よ
く
、
谷
崎
の
こ
と
を
「
ロ
ー
マ
ン
チ
ス
ト
」
で
あ

る
と
評
し
て
い
る
し
、
「
ロ
マ
ン
テ
ッ
ク
小
説
を
排
す
」
に
反
論
し
、
「
ロ
マ
ン

テ
ッ
ク
小
説
を
賛
す
」
を
書
い
た
高
須
梅
渓
は
、
そ
の
中
で
「
谷
崎
潤
一
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
ど
の
、
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
作
品
」
と
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

秋
江
が
言
下
に
批
評
の
対
象
と
し
た
も
の
の
中
に
は
、
谷
崎
の
作
品
も
含
ま
れ

て
い
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
秋
江
は
、
こ
の
よ
う
な
作
品
の
「
種

題
蒐
集
」
の
た
め
に
す
る
「
支
那
漫
遊
が
文
芸
家
が
文
芸
の
側
に
立
つ
て
古
今

の
文
明
を
批
評
し
、
過
現
の
人
問
生
活
を
批
評
す
る
意
味
に
於
て
果
し
て
ど
れ

だ
け
の
効
果
を
齋
す
か
、
頗
る
疑
問
で
あ
る
」
、
そ
う
い
う
の
は
「
真
の
意
味

に
い
ふ
文
芸
の
正
統
な
る
発
達
を
妨
げ
る
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
秋
江
の
言
う
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
「
真

面
目
な
る
意
味
に
於
て
支
那
の
古
代
文
明
を
観
察
し
よ
う
と
い
ふ
の
が
目
的
で

あ
る
な
ら
ば
」
、
「
ゆ
く
前
に
先
づ
十
分
の
知
識
を
準
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
中

国
の
「
古
代
文
明
一
だ
け
で
な
く
、
「
日
本
の
古
代
文
明
の
性
質
を
尚
ほ
く

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
現
時
点
で
は
、
そ
れ
だ
け
の
準
備
を
で
き
て
い
る
者
が

い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
、
「
ま
だ
く
支
那
を
見
に
行
く
に
は
時
期
が
早
い
一
、

行
っ
て
も
無
駄
だ
。

　
　
　
尤
も
、
ど
う
せ
文
士
連
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
仮
り
に
支
那
に
遊
び
に

　
　
行
く
と
し
て
も
、
全
く
文
字
ど
ほ
り
の
遊
び
で
あ
っ
て
、
到
る
処
の
租
界



　
　
や
支
那
人
街
で
い
ろ
ん
な
酒
を
飲
ん
だ
り
、
脂
つ
濃
い
支
那
料
理
を
貧
り

　
　
食
つ
た
り
、
玉
肌
滑
か
な
売
笑
婦
に
変
つ
た
味
を
求
め
た
り
し
て
、
日
本

　
　
に
帰
っ
て
来
て
月
尾
会
な
ど
で
そ
の
通
を
誇
る
の
が
目
的
で
あ
る
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衝
■

　
　
の
な
ら
ば
、
兎
角
云
ふ
限
り
に
あ
ら
ず
。

と
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
月
尾
会
」
と
は
、
末
日
会
を
指
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
中
国
旅
行
の
目
的
と
し
て
、
末
日
会
は
中
国
を
「
政
治
的
見
地
か
ら
視
察
」

す
る
こ
と
を
あ
げ
、
秋
江
は
、
文
芸
の
た
め
の
旅
行
な
ら
「
十
分
の
知
識
を
準

備
」
し
た
上
で
、
中
国
の
「
古
代
文
明
を
観
察
」
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

　
盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

あ
る
と
説
い
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
中
国
へ
「
遊
び
に
出
掛
け
る
」
と
語
っ
た

谷
崎
は
、
確
か
に
、
秋
江
の
言
う
「
文
字
ど
ほ
り
の
遊
び
」
を
行
っ
た
し
、
旅

行
前
か
ら
楽
し
み
に
も
し
て
い
た
。
中
国
料
理
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
発
表
さ

れ
た
「
支
那
の
料
理
」
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ッ
セ
ィ
や
、
「
秦
准
の
夜
」
な
ど

の
作
晶
か
ら
、
そ
の
執
着
ぶ
り
が
窺
え
る
し
、
ま
た
、
中
国
の
女
性
と
交
渉
を

も
つ
と
こ
ろ
も
「
秦
准
の
夜
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

久
米
正
雄
が
、
旅
支
度
を
し
て
い
る
谷
崎
か
ら
、
「
な
か
に
サ
ッ
ク
が
い
っ
ぱ

い
つ
ま
っ
て
い
る
」
「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
の
箱
を
開
け
て
見
せ
」
ら
れ
、
帰
国
後
に
は
、

「
上
海
だ
か
南
京
だ
か
で
、
あ
る
晩
女
を
買
っ
た
」
と
い
う
土
産
話
も
聞
か
さ

　
ゆ

れ
た
、
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

　
と
も
か
く
も
、
十
月
の
七
日
に
は
、
「
午
後
六
時
か
ら
『
鴻
の
巣
』
」
で
谷
崎

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

の
「
渡
支
を
送
る
可
く
佐
藤
春
夫
、
上
山
草
人
の
両
氏
発
起
の
下
に
送
別
会

　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
」
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
沢
田
は
谷
崎
の
「
荷
作
り
を
し
て
や
」
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

谷
崎
は
や
っ
と
「
九
日
東
京
駅
を
出
発
支
那
旅
行
の
途
に
就
い
た
」
の
で
あ
っ

た
。

二

　
こ
の
約
二
か
月
の
中
国
旅
行
の
問
、
谷
崎
は
「
鉄
道
院
の
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
と

地
図
と
に
拠
つ
て
」
行
動
し
て
い
た
と
「
蘇
州
紀
行
」
に
書
い
て
い
る
。
そ
れ

は
、
大
正
二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
問
に
、
鉄
道
院
が
発
刊
し
た
英
文
ガ
イ
ド
ブ

ツ
ク
『
＞
Ｚ
○
勺
雪
９
＞
－
○
Ｃ
ご
Ｕ
－
↓
Ｃ
■
＞
ｏ
Ｏ
Ｈ
■
丙
Ｚ
＞
○
ｏ
－
＞
』
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
く
○
Ｆ
－
竃
＞
Ｚ
Ｏ
＝
Ｃ
雪
＞

印
Ｏ
＝
○
ｃ
の
向
Ｚ
（
大
２
・
１
０
・
１
）
、
く
○
Ｆ
目
ｃ
り
○
Ｏ
↓
匡
－
幸
■
○
ｏ
弓
■
肉
Ｚ

－
＞
勺
＞
Ｚ
（
大
３
・
７
・
１
）
、
く
○
Ｆ
目
Ｚ
○
刃
↓
＝
・
■
＞
ｃ
り
↓
■
カ
Ｚ
』
＞
勺
＞
Ｚ

（
大
３
・
７
・
１
）
、
く
Ｃ
ｒ
ミ
Ｏ
＝
－
Ｚ
＞
（
大
４
・
４
・
３
）
、
く
○
■
．
＜

向
＞
ｃ
の
Ｈ
…
一
）
冒
○
り
（
大
６
・
４
・
１
）
の
全
五
巻
で
、
欧
米
人
向
け
に
出
版

さ
れ
た
東
洋
観
光
案
内
で
あ
る
。
内
容
は
、
交
通
、
観
光
、
宿
泊
施
設
、
公
共

施
設
の
案
内
か
ら
、
言
語
、
風
俗
、
芸
術
、
歴
史
、
産
業
の
解
説
に
至
る
ま
で
、

か
な
り
豊
富
で
あ
る
。
縦
１
６
ｍ
、
横
ｕ
ｍ
、
厚
さ
３
ｍ
ほ
ど
の
携
帯
可
能
な
大

き
さ
で
、
谷
崎
は
こ
れ
ら
の
う
ち
く
Ｃ
－
」
と
く
○
Ｆ
ミ
を
携
え
て
行
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

　
大
正
八
年
に
は
、
同
じ
く
鉄
道
院
の
編
纂
に
よ
り
、
『
朝
鮮
満
州
支
那
案
内
』

（
大
８
・
１
０
・
１
、
鉄
道
院
）
が
日
本
人
向
け
に
発
刊
さ
れ
る
。
そ
の
蟄
言
に

は
、　

　
英
文
東
亜
案
内
書
に
依
て
得
た
る
経
験
は
之
を
邦
文
に
翻
し
て
尚
且
同
様

　
　
の
成
果
あ
る
べ
き
を
思
は
し
む
る
と
共
に
、
近
時
本
邦
内
地
と
鮮
満
支
那

　
　
方
面
と
の
交
通
益
々
密
接
な
る
に
連
れ
、
該
方
面
に
対
す
る
案
内
書
の
必

　
　
要
愈
々
急
な
ら
む
と
す
る
の
趨
勢
あ
り
。
乃
ち
本
書
は
此
の
要
求
に
応
ず

　
　
べ
く
此
に
其
の
首
途
第
一
歩
を
試
む
る
も
の
に
し
て
、
書
中
載
す
る
所
は

　
　
朝
鮮
、
満
州
、
支
那
各
地
に
亘
り
、
記
事
の
内
容
よ
り
附
図
挿
画
等
に
至

　
　
る
ま
で
凡
て
我
英
文
Ｏ
＄
ｏ
邑
○
邑
宗
の
そ
れ
と
同
程
度

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
正
八
年
以
前
に
は
、
鉄
道
院
に
よ
る

日
本
語
東
亜
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

谷
崎
が
使
用
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
英
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
谷
崎
の
旅
行
の
足
取
り
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
主

に
大
正
八
年
版
『
朝
鮮
満
州
支
那
案
内
』
の
記
述
を
参
考
に
し
た
い
。
谷
崎
が

実
際
に
使
用
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
『
＞
Ｚ
Ｏ
司
雪
９
＞
■
○
Ｃ
冒
■
弓
○

同
声
ｏ
ｏ
↓
向
内
Ｚ
声
ｏ
ｏ
－
と
の
＜
Ｏ
ｒ
－
と
＜
○
Ｆ
冒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
正
七
年
の
中
国
で
の
谷
崎
の
足
取
り
を
追
う
に
は
、
大
正
二
年
と
四
年
に
発

行
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
、
大
正
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
調

　
　
　
　
　
＠

査
が
行
わ
れ
た
、
八
年
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
用
い
る
方
が
適
当
と
判
断
で
き

五
二

る
か
ら
で
あ
る
。

　
旅
行
後
発
表
さ
れ
た
「
支
那
旅
行
」
に
よ
る
と
、
谷
崎
の
中
国
旅
行
の

　
　
途
中
の
行
程
は
、
朝
鮮
か
ら
満
州
を
経
て
北
京
へ
出
、
北
京
か
ら
汽
車
で

　
　
漢
口
へ
来
て
、
漢
口
か
ら
揚
子
江
を
下
り
、
九
江
へ
寄
っ
て
そ
れ
か
ら
盧

　
　
山
へ
登
り
、
又
九
江
へ
戻
っ
て
、
此
度
は
南
京
か
ら
蘇
州
、
蘇
州
か
ら
上

　
　
海
へ
行
き
、
上
海
か
ら
杭
州
へ
行
っ
て
再
び
上
海
へ
立
戻
り
、
日
本
へ
帰

　
　
つ
て
来
た
様
な
順
序
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
支
那
旅
行
」
）

こ
の
行
程
は
、
徳
富
蘇
峰
が
大
正
六
年
の
中
国
旅
行
の
際
に
と
っ
た
ル
ー
ト
と

似
て
い
る
。

　
蘇
峰
は
、
谷
崎
の
旅
行
の
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
同
じ
時
期
、
大
正
六
年
九
月

十
五
日
か
ら
十
二
月
九
日
の
三
か
月
間
に
中
国
を
旅
し
て
お
り
、
朝
鮮
、
満
州

を
経
て
、
中
国
を
北
か
ら
南
へ
渡
る
行
程
を
踏
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
旅

行
の
記
録
を
ま
と
め
て
、
大
正
七
年
六
月
に
『
支
那
漫
遊
記
』
（
大
７
・
６
・

２
５
、
民
友
杜
）
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
谷
崎
は
、
「
蘇
州
紀
行
前
書
」
（
大

　
　
…
一
に
「
徳
富
蘇
峰
氏
を
始
め
い
ろ
く
の
人
の
紀
行
文
や
談
話
一
姦

ん
だ
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
『
支
那
漫
遊
記
』
を
読
み
、
自
身
の
旅
行
の

参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
大
正
七
年
十
月
「
九
日
午
後
四
時
の
汽
車
で
東
京
駅
を
立
つ
た
」
谷
崎
は
、

「
二
た
晩
の
問
汽
車
と
船
と
に
揺
ら
れ
」
、
「
対
馬
海
峡
を
夜
の
問
に
越
へ
て
釜

山
の
港
へ
」
朝
着
い
た
と
「
朝
鮮
雑
感
」
に
書
い
て
い
る
。
『
朝
鮮
満
州
支
那



案
内
』
に
よ
る
と
、
「
毎
日
朝
夕
二
回
の
東
京
下
関
間
直
通
急
行
列
車
便
（
九

州
よ
り
す
る
場
合
亦
相
当
接
続
列
車
便
）
を
以
て
先
ず
下
関
に
至
り
、
同
処
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
関
釜
連
絡
船
に
搭
乗
す
れ
ば
約
十
一
時
問
に
し
て
釜
山
埠
頭
に
達
す
」
と
あ

り
、
さ
ら
に
、
当
時
の
時
刻
表
を
見
る
と
、
東
京
駅
を
午
後
四
時
ち
ょ
う
ど
に

出
発
し
、
下
関
に
翌
日
の
午
後
八
時
二
十
四
分
に
到
着
す
る
急
行
列
車
が
あ
り
、

そ
れ
に
接
続
す
る
形
で
午
後
九
時
半
に
下
関
を
船
が
出
発
し
、
翌
朝
の
九
時
に

　
　
　
　
　
　
蓼

釜
山
に
到
着
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
谷
崎
は
こ
の
時
刻
に
、
こ
の

ル
ー
ト
で
釜
山
へ
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
蘇
峰
も
、
東
京
を
出
発

し
て
翌
日
下
関
に
至
り
、
そ
の
日
の
晩
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
関
釜
連
絡
船
で
釜

　
　
　
　
　
　
＠

山
へ
渡
っ
て
い
る
。

　
十
一
日
朝
、
釜
山
へ
着
い
た
谷
崎
は
、
そ
れ
か
ら
京
城
へ
移
動
す
る
。
『
朝

鮮
満
州
支
那
案
内
』
に
は
、
釜
山
京
城
間
の
「
朝
夕
二
回
の
急
行
列
車
は
関
釜

連
絡
船
に
接
続
し
」
、
所
要
時
間
は
「
八
時
間
乃
至
十
時
問
」
、
朝
の
急
行
列
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

は
「
埠
頭
桟
橋
よ
り
の
直
通
に
て
、
汽
船
と
の
接
続
上
最
便
利
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
時
刻
表
を
見
る
と
、
前
記
午
前
九
時
釜
山
着
の
つ
づ
き
に
、
午
前
十
時

半
桟
橋
発
、
同
日
午
後
六
時
二
十
六
分
南
大
門
（
京
城
）
着
の
急
行
列
車
が
あ

ゆ
る
。
谷
崎
は
、
「
朝
鮮
雑
感
」
を
始
め
、
旅
行
後
発
表
し
た
他
の
中
国
関
連
の

作
品
の
中
で
も
釜
山
の
街
の
様
子
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
接
続
の
便
を
生
か

し
て
、
釜
山
の
街
を
見
ず
に
、
す
ぐ
京
城
へ
移
動
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
谷
崎
は
、
京
城
か
ら
奉
天
、
天
津
、
北
京
、
漢
口
、
武
昌
、
九
江
、
盧
山
、

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

南
京
、
蘇
州
、
上
海
、
杭
州
を
訪
れ
、
上
海
か
ら
帰
国
す
る
。
こ
れ
ら
の
土
地

を
こ
の
順
序
で
訪
れ
た
こ
と
は
、
前
に
掲
げ
た
「
支
那
旅
行
」
の
記
述
と
、
他

の
中
国
旅
行
に
取
材
し
た
作
晶
の
中
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
徳
富
蘇

峰
の
旅
行
の
ル
ー
ト
を
縮
小
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
ら
の
土

地
を
北
か
ら
南
に
ま
わ
る
に
は
、
こ
の
順
序
で
鉄
道
、
船
を
利
用
し
て
い
く
の

が
最
も
無
駄
が
な
い
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
か
ら
判
断
で
き
る
の
で
、
谷
崎
の
こ

の
記
述
に
間
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
注
意
し
て
作
品
を
見
て
み
る
と
、
日
付
だ
け
が
ひ
ど
く
混
乱
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
訪
れ
た
場
所
の
名
前
や
位
置
は
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

大
方
正
確
に
記
さ
れ
て
い
る
と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
図
か
ら
確
認
で
き
る
が
、

日
程
に
つ
い
て
は
全
く
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。

　
ま
ず
、
谷
崎
が
「
朝
鮮
か
ら
始
め
て
満
州
の
領
土
に
這
入
つ
て
、
奉
天
の
木

下
杢
太
郎
氏
の
家
に
落
ち
着
」
い
た
こ
と
は
、
杢
太
郎
が
、
大
正
七
年
十
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

八
日
「
谷
崎
卜
城
内
ニ
ュ
ク
」
、
十
九
日
「
午
後
谷
崎
山
下
ト
北
陵
ニ
ュ
ク
」

と
日
記
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。
谷
崎
の
方
で
は
、
杢
太
郎
が

亡
く
な
っ
た
昭
和
二
十
一
年
、
「
奉
天
時
代
の
杢
太
郎
氏
」
の
中
で
、
奉
天
滞

在
時
期
を
「
大
正
七
年
の
十
一
月
中
旬
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
十
月
の

問
違
い
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
東
京
出
発
を
「
同
月
上
旬
」
と
し
て
い
る
の
も
、

ひ
と
月
早
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
支
那
旅
行
」
で
は
、
「
十
月
の
九
日

に
東
京
を
出
発
し
た
」
と
新
聞
記
事
と
一
致
す
る
記
述
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

谷
崎
は
「
奉
天
時
代
の
杢
太
郎
氏
」
に
、
「
杢
太
郎
君
の
家
に
十
日
ば
か
り
泊

め
て
貰
つ
」
た
と
も
書
い
て
い
る
。

　
次
に
訪
れ
た
天
津
に
つ
い
て
は
、
「
或
る
漂
泊
者
の
悌
」
に
書
い
て
い
る
。

こ
の
作
晶
で
は
、
「
私
」
が
或
る
男
の
後
に
付
い
て
天
津
の
街
を
歩
く
様
子
を

描
い
て
お
り
、
そ
の
描
写
は
ほ
ぼ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
載
事
項
と
一
致
し
、
道

筋
も
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
っ
ま
り
、
谷
崎
自
身
が
こ
の
道
筋
を
実
際
に
歩

き
、
見
た
も
の
を
作
品
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
新
小
説
」
掲
載
時
に
こ
の
作
品
に
付
け
ら
れ
て
い
た
（
＞
ｏ
り
斤
ｇ
｝
）
と
い
う

副
題
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
作
晶
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
は

去
年
の
今
頃
　
　
十
月
二
十
五
日
の
午
後
二
時
時
分
の
こ
と
で
あ
る
」
。
奉
天

に
十
月
十
八
日
と
十
九
日
を
含
む
十
日
問
滞
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
十
月
二

十
五
日
は
谷
崎
が
実
際
に
天
津
に
滞
在
し
た
と
考
え
て
も
う
ま
く
当
て
は
ま
る
。

　
次
に
、
天
津
か
ら
北
京
へ
移
動
す
る
。
十
一
月
十
四
日
付
「
よ
み
う
り
抄
」

　
　
　
一
一
一
一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
は
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
は
目
下
北
京
に
在
り
」
と
載
っ
て
お
り
、
谷
崎
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

記
述
に
よ
る
と
、
北
京
滞
在
は
「
前
後
十
日
ば
か
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
「
盧
山
日
記
」
で
谷
崎
は
、
盧
山
観
光
を
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で

の
三
日
問
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
あ
と
の
二
日
間
を
「
十
月
」
と
記
し
て
い

る
の
は
、
単
な
る
書
き
問
違
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
十
一
月
十
日

は
「
北
京
を
発
し
て
よ
り
実
に
一
週
問
目
」
に
あ
た
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

谷
崎
の
記
述
を
正
し
い
と
し
、
「
よ
み
う
り
抄
」
に
時
間
の
ず
れ
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
十
日
以
上
の
ず
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

場
所
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
十
一
月
十
九
日
に
「
目
下
南
支
那
長

　
　
　
　
　
＠

江
筋
を
巡
遊
中
」
と
報
じ
た
「
文
芸
消
息
」
の
記
事
も
あ
る
。

　
盧
山
か
ら
九
江
へ
戻
っ
て
、
揚
子
江
を
船
で
下
り
南
京
へ
向
か
う
。
「
支
那

旅
行
」
に
よ
る
と
、
谷
崎
が
「
南
京
へ
行
つ
た
の
は
恰
度
十
月
の
二
十
日
頃

で
」
あ
る
。
ま
た
、
「
秦
准
の
夜
」
が
初
め
て
「
中
外
」
に
掲
載
さ
れ
た
と
き

に
は
、
「
左
に
掲
ぐ
る
は
南
京
紀
行
の
一
節
に
し
て
、
十
月
二
十
日
の
夜
の
こ

　
　
ゆ

と
な
り
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
作
は
同
じ
大
正
八
年
の
二
月
に

発
表
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
並
行
し
て
書
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
記
述
が
一
致

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
程
的
に
、
十
一
月
二
十
日
な
ら
ば
う
ま
く

お
さ
ま
る
が
、
十
月
で
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
支
那
旅
行
」

で
は
、
東
京
出
発
日
を
十
月
九
日
と
書
き
、
ル
ー
ト
も
示
し
な
が
ら
、
南
京
滞

在
を
十
月
二
十
日
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

同
じ
よ
う
に
、
大
正
八
年
二
月
に
書
か
れ
た
「
蘇
州
紀
行
前
書
」
で
は
、

「
私
が
蘇
州
に
遊
ん
だ
の
は
昨
年
の
秋
、
十
月
の
二
十
二
、
二
士
二
、
二
十
佃
、

二
十
五
の
前
後
四
日
間
で
あ
つ
た
」
、
二
十
二
日
の
「
午
前
中
に
南
京
を
発
し
」

た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
十
一
月
な
ら
当
て
は
ま
る
が
、
十
月
で
は
全
く

日
程
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
十
月
二
十
五
日
と
い
え
ば
、
「
或
る
漂
泊
者
の



悌
」
に
記
さ
れ
た
天
津
滞
在
日
に
あ
た
る
。
な
お
、
「
文
芸
消
息
」
で
「
目
下

　
　
　
　
　
爾
、

蘇
州
に
滞
在
中
」
と
書
か
れ
た
の
は
、
十
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で

も
、
蘇
州
滞
在
を
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
の
四
日
問
と
し
た
場
合
、
新
聞
記
事

に
十
日
間
ほ
ど
の
遅
れ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
上
海
、
杭
州
を
訪
れ
た
後
、
上
海
か
ら
帰
国
す
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
谷
崎

に
よ
る
日
程
の
記
録
は
な
い
。
「
文
芸
消
息
」
お
よ
び
「
よ
み
う
り
抄
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

十
一
月
十
四
日
、
「
来
月
中
旬
迄
支
那
漫
遊
旅
行
を
続
く
べ
し
」
、
十
一
月
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

日
、
「
来
月
二
日
頃
帰
朝
の
予
定
」
、
十
二
月
四
日
、
「
杭
州
に
数
日
を
費
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

上
海
を
経
て
来
る
十
日
頃
帰
朝
の
積
」
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
十
二
月

十
七
日
に
は
「
帝
国
ホ
テ
ル
新
館
一
一
二
番
に
投
宿
今
次
支
那
旅
行
を
背
景
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

長
編
小
説
の
脱
稿
を
急
ぎ
っ
・
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
間
も
な
く
父
親
が
病
に
倒
れ
た
こ
と
で
、
谷
崎
は
余
裕
の
な
い
生

活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
「
秦
准
の
夜
」
で
は
、
「
父
の
病
気
の
為
め

に
自
ら
筆
を
執
る
能
は
ず
し
て
、
已
む
を
得
ず
筆
記
生
を
煩
は
し
忽
卒
の
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

口
授
し
た
る
も
の
と
す
。
読
者
此
れ
を
諒
せ
よ
」
と
断
り
、
「
蘇
州
紀
行
前
書
」

で
も
同
じ
よ
う
に
、

　
　
父
が
病
気
に
罹
つ
た
為
め
に
騒
騒
し
い
日
本
橋
の
家
へ
看
病
が
て
ら
来
て

　
　
居
る
の
で
、
到
底
落
ち
着
い
て
原
稿
を
書
く
事
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
已

　
　
む
な
く
病
室
の
二
階
に
寝
転
び
な
が
ら
、
時
々
隙
を
見
て
は
筆
記
生
に
口

　
　
授
し
て
や
っ
と
こ
れ
だ
け
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
晶
は
、
同
じ
大
正
八
年
の
一
月
に
、
全
体
の
約

半
分
が
執
筆
さ
れ
た
。
残
り
の
半
分
は
翌
月
に
、
「
蘇
州
紀
行
」
は
「
画
紡
記
」

と
名
を
変
え
て
、
同
じ
「
中
央
公
論
」
に
、
「
秦
准
の
夜
」
は
「
南
京
奇
望
街
」

と
名
を
変
え
て
、
前
者
は
「
中
外
」
に
発
表
さ
れ
た
が
、
後
者
は
「
新
小
説
」

に
発
表
さ
れ
た
。
後
半
部
が
掲
載
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
続
稿
で
あ
る
こ
と
を

特
記
し
、
特
に
「
南
京
奇
望
街
」
発
表
時
に
は
、
前
回
は
「
締
切
に
問
に
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
か
つ
た
・
め
に
妙
な
所
で
切
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
断
り
書
き
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
画
紡
記
」
で
は
追
記
と
し
て
、
「
父
の
重
病
と
云
ふ
事
情
が
未
だ
取
り

除
か
れ
な
い
為
め
に
、
蘇
州
の
美
し
さ
を
裁
に
充
分
に
紹
介
す
る
余
裕
の
な

ゆい
」
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
、
谷
崎
が
忙
し
さ
に
混
乱
し
て
い
る
よ
う

な
様
子
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
十
月
と
十
一
月
の
間
違
い

な
ど
気
に
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
旅
行
の
行
程
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
下
二
段
の
う
ち
、
上
段
は
谷
崎
の
記
述
に
よ
る
も
の
、
下
段
は
新
聞

記
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
年
月
日
　
　
　
　
地
名
　
　
　
　
　
谷
崎
　
　
　
　
　
　
新
聞

大
正
七
年

　
十
月

九
日
　
　
　
東
京

十
月
九
日

十
一
月
上
旬

五
五

十
月
九
日



谷
崎
潤
一
郎

　
　
　
．
十
日
　
一
　
下
関

‘

十
一
日
一
　
釜
山
　
　
　
－

　
　
　
－
十
一
日
一
　
京
城

．

十
八
日
一
　
奉
天

十
一
月
中
旬

　
　
　
．
十
九
日
一

（
十
日
間
）

　
　
　
　
－
（
十
日
問
）
一

．

二
十
五
日
一
　
天
津

十
月
二
十
五
日

　
　
　
　
－
（
十
日
問
）
一
　
北
京

（
十
日
間
）

十
一
月
十
四
日

（
一
週
問
）
一
　
　
　
　
－

十
一
月
　
十
日
一
　
九
江
　
　
　
　
　
　
　
－

十
一
月
十
日

十
一
月
十
九
日

；
士
百
一
　
盧
山

十
月
十
一
日

（
長
江
筋
）

十
二
日

　
　
　
－
二
十
日
一
　
南
京

十
月
二
十
日

－

二
士
百
一
　
蘇
州

十
月
二
十
二
日

十
二
月
四
日

　
　
　
　
　
－
－
二
十
五
日
　
一

－
二
十
五
日

－

一
　
杭
州

　
　
　
　
　
　
　
．
十
二
月
中
旬
　
　
一
　
上
海

十
二
月
中
旬

－
一
　
（
帰
国
）

十
二
月
二
日
頃

十
二
月
十
日
頃

十
二
月
十
七
日
一
　
帝
国
　
　
　
　
　
　
　
－

十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
こ
の
二
か
月
の
旅
行
中
、
谷
崎
は
常
に
単
独
で
行
動
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
木
下
杢
太
郎
の
他
に
も
、
数
名
の
中
国
在
住
日
本
人
の
世
話
に
な
っ
て
い

る
。　

「
支
那
劇
を
観
る
記
」
に
よ
る
と
、
北
京
で
は
「
劇
通
を
以
て
有
名
な
辻
さ

ん
や
、
同
文
書
院
出
身
の
村
田
孜
郎
君
や
、
平
田
泰
吉
君
な
ど
に
説
明
を
聞
い

た
り
案
内
を
し
て
貰
っ
た
り
し
」
て
い
る
。
当
時
「
劇
通
を
以
て
有
名
な
辻
さ

ん
」
と
い
え
ば
、
辻
聴
花
が
い
た
。
井
上
紅
梅
も
『
支
那
風
俗
』
（
大
１
０
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

４
・
２
５
、
日
本
堂
書
店
）
の
中
で
「
北
京
の
劇
通
辻
聴
花
氏
」
と
記
し
、
芥
川

龍
之
介
も
大
正
十
年
の
中
国
旅
行
の
際
、
北
京
の
劇
場
で
聴
花
の
世
話
に
な
り
、

そ
の
後
発
表
し
た
紀
行
『
支
那
瀞
記
』
（
大
１
４
・
ｕ
・
３
、
改
造
社
）
に
、
「
外

国
人
に
し
て
北
京
に
劇
通
た
る
も
の
は
前
に
も
後
に
も
聴
花
散
人
一
人
に
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
刺
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
谷
崎
の
言
う

「
辻
さ
ん
」
も
、
聴
花
で
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
聴
花
は
当
時

北
京
の
順
天
時
報
社
に
勤
め
て
お
り
、
「
中
国
劇
の
研
究
に
没
頭
し
、
そ
の
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

評
は
斯
界
の
権
威
と
し
て
南
北
中
国
に
重
き
を
な
し
」
た
ほ
ど
で
、
芥
川
も

「
先
生
が
劇
通
中
の
劇
通
た
る
は
支
那
の
役
者
に
も
先
生
を
拝
し
て
父
と
倣
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
も
の
多
き
を
見
て
知
る
べ
し
」
と
書
い
て
い
る
。

　
同
文
書
院
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
東
亜
同
文
会
が
中
国
に
開
設
し
た
学

校
」
、
東
亜
同
文
書
院
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
は
上
海
に
あ
っ
た
。
「
日
清
両
国

の
学
生
を
収
容
し
、
日
本
の
学
生
に
は
清
国
語
を
」
学
ば
せ
、
「
両
国
学
生
の



親
睦
友
誼
を
図
り
、
将
来
提
携
の
基
礎
を
作
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。

「
日
本
か
ら
の
留
学
生
に
っ
い
て
は
、
各
府
県
か
ら
公
費
を
も
っ
て
、
二
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衝

名
以
上
を
派
遣
す
る
方
法
を
」
と
っ
て
い
た
。
村
田
孜
郎
は
そ
こ
の
出
身
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衝

後
に
大
阪
毎
日
新
聞
杜
に
入
社
し
、
芥
川
が
大
正
十
年
に
杜
命
を
受
け
て
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

旅
行
に
出
た
と
き
、
案
内
者
と
し
て
同
行
し
て
い
る
。
芥
川
の
『
支
那
瀞
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
は
よ
く
名
前
の
出
る
「
中
国
語
に
堪
能
で
中
国
紹
介
の
著
書
も
多
い
」
人
物

で
あ
る
。
平
田
泰
吉
に
つ
い
て
は
、
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
（
十
一
版
　
大

９
・
６
・
２
６
、
金
風
社
）
に
、
東
方
通
信
杜
北
京
支
局
の
杜
員
と
し
て
名
前
が

載
っ
て
い
る
。

　
九
江
、
盧
山
で
は
、
「
田
中
氏
」
と
「
太
田
氏
」
の
案
内
で
観
光
し
て
い
た

こ
と
が
「
盧
山
日
記
」
か
ら
わ
か
る
。
「
太
田
氏
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
「
田
中
氏
」
と
は
以
下
の
田
中
純
の
文
章
か
ら
、
田
中
純
の
兄
で
あ
る
と

判
断
で
き
る
。

　
　
谷
崎
氏
が
支
那
に
た
っ
と
き
に
、
ぼ
く
は
当
時
九
江
に
住
ん
で
い
た
僕
の

　
　
次
兄
の
家
に
立
ち
寄
る
よ
う
に
す
す
め
、
兄
へ
も
谷
崎
氏
が
立
ち
寄
る
か

　
　
も
知
れ
な
い
旨
の
手
紙
を
書
い
て
や
っ
た
。
谷
崎
氏
は
盧
山
地
方
に
遊
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
だ
と
き
に
こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
兄
の
家
を
訪
ね
て
呉
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
上
海
で
は
、
一
中
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
土
屋
計
左
右
の
下
宿
に

泊
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
土
屋
は
当
時
、
三
井
銀
行
上
海
支
店
に
勤
め
て
お
り
、

「
文
路
の
日
本
人
倶
楽
部
五
階
に
」
住
ん
で
い
た
。
土
屋
は
谷
崎
に
、
「
旅
費
を

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

節
約
す
る
よ
う
」
「
同
居
を
勧
め
た
」
ら
し
い
。
土
屋
に
よ
る
と
、
谷
崎
を

「
在
留
邦
人
中
の
文
学
青
年
達
が
支
那
芝
居
等
に
案
内
し
て
居
た
が
、
ま
た
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

身
で
精
力
的
に
方
々
の
夜
を
探
検
し
て
い
た
」
よ
う
で
あ
る
。

　
日
本
が
英
国
、
仏
国
と
と
も
に
中
国
に
進
出
し
て
い
た
大
正
七
年
当
時
に
お

い
て
は
、
中
国
で
生
活
を
営
む
日
本
人
も
相
当
に
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
谷
崎
は
、

単
独
で
の
初
め
て
の
中
国
旅
行
で
、
中
国
在
住
の
日
本
人
の
知
人
や
新
聞
関
係

者
な
ど
を
頼
り
に
、
二
か
月
に
わ
た
る
旅
行
の
便
を
図
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
日
本
国
内
で
、
政
治
経
済
界
に
お
い
て
も
、
文
壇
に
お
い
て
も
、
中
国
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、
そ
れ
に
乗
じ
る
よ
う
に
中
国
へ
渡
っ
た
谷
崎
で
あ
っ

た
。
知
人
を
頼
り
っ
つ
、
中
国
を
北
か
ら
南
へ
訪
れ
た
谷
崎
は
、
帰
国
後
、
そ

の
様
子
を
書
き
と
ど
め
た
も
の
を
数
編
発
表
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
断
片
的
で
あ

り
、
必
ず
し
も
旅
行
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
断
片
の
中
に
こ
そ
、
「
支
那
趣
味
と
云
ふ
こ
と
」
（
大
ｕ
・
１
）
で
、

「
特
に
誘
惑
を
感
ず
る
だ
け
、
尚
更
恐
れ
て
居
る
」
と
語
っ
た
、
谷
崎
の
中
国

に
対
す
る
思
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
谷
崎
の
中
国
趣
味
を

究
明
す
る
た
め
の
一
端
と
し
て
旅
行
に
着
目
し
、
整
理
を
試
み
た
が
、
ま
だ
、

詳
し
く
旅
行
の
内
容
や
、
作
品
へ
の
影
響
を
解
明
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
こ
れ
ら
を
検
証
す
る
こ
と
が
谷
崎
の
文
学
を
読
み
解
く
う
え
で
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



注¢　　＠　＠¢ゆ＠＠

谷
崎
潤
一
郎

　
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
支
那
行
き
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
大
７
・
１
０
・
１
２
）

　
「
文
芸
家
の
集
ま
り
（
其
四
）
末
日
会
」
（
「
読
売
新
聞
」
大
７
・
８
・
１
１
）

　
「
小
村
侯
も
出
席
す
る
本
月
の
末
日
会
」
（
「
時
事
新
報
」
大
７
・
３
・
２
９
）

　
注
　
に
同
じ
。

　
注
＠
＠
に
同
じ
。
『
華
族
略
譜
』
（
昭
４
９
・
７
・
２
５
、
国
書
刊
行
会
）
、
『
現
代
華
族

譜
要
』
（
昭
５
１
・
２
・
１
、
東
京
大
学
出
版
会
）
参
照
。
ま
た
、
田
中
純
「
お
大
尽

貧
乏
里
見
弾
」
「
浅
草
人
久
保
田
万
太
郎
」
（
『
作
家
の
横
顔
』
昭
３
０
・
７
・
１
０
、
朝

日
新
聞
社
）
、
小
林
宗
吉
「
小
村
欣
一
と
文
芸
」
（
「
文
芸
春
秋
」
９
－
２
、
昭
６
・

２
）
に
、
小
村
欣
一
が
芝
居
好
き
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
小
村
欣
一
は
、

「
新
潮
」
の
特
集
「
杜
会
批
評
家
の
現
文
壇
に
対
す
る
批
判
と
要
求
」
に
「
好
事
的

閑
事
に
非
ず
」
一
「
新
潮
」
３
１
１
１
、
大
８
・
７
）
と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
。

　
注
　
に
同
じ
。

　
田
中
純
「
浅
草
人
久
保
田
万
太
郎
」
（
『
作
家
の
横
顔
』
昭
３
０
・
７
・
１
０
、
朝
日
新

聞
社
）

　
小
林
宗
吉
「
小
村
欣
一
と
文
芸
」
（
「
文
芸
春
秋
」
９
１
２
、
昭
６
・
２
・
１
）

　
『
久
米
正
雄
全
集
－
第
十
三
巻
「
年
譜
」
（
昭
６
・
１
・
５
、
平
凡
社
）

　
田
中
純
「
序
・
あ
の
頃
の
文
壇
」
（
『
作
家
の
横
顔
』
昭
３
０
・
７
・
１
０
、
朝
日
新
聞

杜
）　

三
木
生
「
新
進
作
家
の
噂
・
寸
鉄
大
臣
の
肺
腋
を
貫
く
」
（
「
文
章
倶
楽
部
」
３
－

１
０
、
大
７
・
１
０
）

　
高
須
梅
渓
「
あ
ん
ら
く
い
す
・
政
治
と
文
学
の
握
手
」
（
「
時
事
新
報
」
大
７
・

８
・
１
８
）

　
「
文
士
連
の
支
那
漫
遊
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
大
７
・
９
・
１
７
）

　
久
米
正
雄
「
田
中
純
氏
の
印
象
」
（
『
久
米
正
雄
全
集
』
第
十
三
巻
　
昭
６
・
１
・

５
、
平
凡
社
）

五
八

◎
　
注
　
に
同
じ
。

＠
注
　
に
同
じ
。

＠
　
「
文
芸
消
息
」
（
「
時
事
新
報
」
大
７
・
２
・
２
１
）
の
「
旺
朴
絡
叶
昨
日
相
州
鵠
沼

　
に
谷
崎
潤
一
郎
氏
を
訪
ね
た
が
本
日
帰
京
の
予
定
」
と
い
う
記
事
も
あ
る
。

＠
　
「
文
士
連
の
支
那
漫
遊
　
　
小
村
侯
の
肝
前
り
で
末
日
会
の
青
年
作
家
連
が
早
晩

　
実
行
す
る
事
に
な
る
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
大
７
・
９
・
１
７
）

＠
　
注
¢
に
同
じ
。

＠
　
佐
藤
春
夫
「
か
ら
も
の
因
縁
」
（
『
支
那
雑
記
』
昭
１
６
・
１
０
・
１
８
、
大
道
書
房
）

＠
　
「
よ
み
う
り
抄
」
（
「
読
売
新
聞
」
大
７
・
７
・
２
０
）

＠
　
「
文
芸
消
息
」
（
「
時
事
新
報
」
大
７
・
７
・
９
）

＠
　
「
よ
み
う
り
抄
」
（
「
読
売
新
聞
」
大
７
・
８
・
２
２
）

＠
　
「
文
芸
消
息
」
（
「
時
事
新
報
」
大
７
・
９
・
１
７
）

＠
竃
　
沢
田
卓
爾
「
谷
崎
潤
一
郎
の
思
い
出
」
（
「
文
芸
」
４
ｌ
ｕ
、
昭
４
０
・
１
０
）

竃
　
沢
田
卓
爾
・
伊
藤
整
対
談
「
荷
風
・
潤
一
郎
・
春
夫
」
（
「
群
像
」
２
０
１
１
０
、
昭

　
４
０
・
１
０
）

＠
江
口
換
「
谷
崎
潤
一
郎
の
思
い
出
」
（
「
谷
崎
潤
一
郎
全
集
月
報
」
４
、
昭
４
２
・
２

　
中
央
公
論
社
）

ゆ
　
「
中
央
公
論
」
－
－
－
－
－
「
蘇
州
紀
行
」
（
大
８
・
２
）
、
「
画
肪
記
」
（
大
８
・
３
）
、

　
「
呪
わ
れ
た
戯
曲
」
（
大
８
・
５
）
、
「
支
那
劇
を
観
る
記
」
（
大
８
・
６
）

　
　
「
新
小
説
」
－
－
－
－
－
「
南
京
奇
望
街
」
（
大
８
・
２
）
、
「
真
夏
の
夜
の
恋
」
（
大
８
・

　
８
）
、
「
或
る
漂
泊
者
の
悌
」
（
大
８
・
ｎ
）

＠
　
近
松
秋
江
「
文
芸
偶
感
〈
２
〉
」
（
大
７
・
９
）
（
『
近
松
秋
江
全
集
』
第
十
巻
　
平

　
５
一
２
・
２
３
、
八
木
書
店
）

ゆ
　
近
松
秋
江
「
ロ
マ
ン
テ
ソ
ク
小
説
を
排
す
　
　
「
秘
め
た
る
恋
」
の
作
者
へ
」

　
（
大
７
・
８
）
（
『
近
松
秋
江
全
集
』
第
十
巻
　
平
５
・
２
・
２
３
、
八
木
書
店
）

ゆ
近
松
秋
江
「
新
年
雑
感
」
（
大
４
・
１
）
「
潤
一
郎
小
剣
二
氏
の
作
品
」
（
大
４
・



　
２
一
一
『
近
松
秋
江
全
集
』
第
十
巻
　
平
５
・
２
・
２
３
、
八
木
書
店
一

ゆ
高
須
梅
渓
「
ロ
マ
ン
テ
ソ
ク
小
説
を
賛
す
　
　
秋
江
氏
の
偏
見
を
難
ず
一
上
一
」

　
一
「
時
事
新
報
」
大
７
・
９
・
三

璽
　
注
ゆ
に
同
じ
。

ゆ
　
注
＠
に
同
じ
。

璽
　
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
注
¢
に
同
じ
。

＠
　
注
ゆ
に
同
じ
。

ゆ
　
「
文
芸
消
息
」
一
「
時
事
新
報
」
大
７
・
１
０
．
三

＠
　
注
＠
に
同
じ
。

璽
　
「
文
芸
消
息
」
一
「
時
事
新
報
」
大
７
・
ｍ
・
１
３
一

ゆ
木
村
庄
太
『
魔
の
宴
』
一
昭
２
５
・
５
・
３
０
、
朝
日
新
聞
社
一
に
、
谷
崎
が
難
な
く

　
英
書
を
読
み
こ
な
せ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

◎
　
『
朝
鮮
満
州
支
那
案
内
』
一
大
８
・
１
０
・
１
、
鉄
道
院
一

＠
　
注
¢
に
同
じ
。

ゆ
　
注
ゆ
に
同
じ
。

盟
　
「
公
認
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
」
第
〃
号
一
大
６
・
１
０
・
１
、
庚
寅
新
誌
杜
、
交
益

　
社
、
博
文
館
　
三
杜
合
同
一

　
　
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
通
史
一
昭
４
９
・
３
・
１
、
日
本
国
有
鉄
道
一
の
年
表

　
に
よ
る
と

　
　
　
　
大
正
六
年
五
月
二
士
二
日
　
　
横
浜
線
に
お
い
て
広
軌
改
築
試
験
を
実
施

　
　
　
　
大
正
八
年
四
月
十
日
　
　
　
地
方
鉄
道
法
公
布

　
と
な
っ
て
お
り
、
大
正
七
年
に
は
鉄
道
の
改
革
は
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

　
大
正
六
年
十
月
か
ら
大
正
七
年
十
月
ま
で
の
間
、
時
刻
表
の
改
正
は
な
い
と
判
断
し
、

　
こ
れ
を
使
用
し
た
。

＠
　
徳
富
蘇
峰
『
支
那
漫
遊
記
』
一
大
７
・
６
・
２
５
、
民
友
社
一

　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

＠
　
注
＠
に
同
じ
。

ゆ
　
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
『
木
下
杢
太
郎
日
記
』
第
二
巻
一
昭
５
５
・
１
・
３
１
、
岩
波
書
店
一

ゆ
　
「
よ
み
う
り
抄
」
一
読
売
新
聞
」
大
７
・
ｕ
・
１
４
一

＠
　
「
支
那
劇
を
観
る
記
」
一
大
８
．
６
一

＠
　
「
文
芸
消
息
」
一
「
時
事
新
報
」
大
７
・
ｕ
．
１
９
一

＠
　
「
秦
准
の
夜
」
一
「
中
外
」
３
！
２
、
大
８
．
２
一

ゆ
　
「
文
芸
消
息
」
一
「
時
事
新
報
」
大
７
・
１
２
・
４
一

＠
　
注
ゆ
に
同
じ
。

＠
　
注
¢
に
同
じ
。

＠
　
注
ゆ
に
同
じ
。

＠
　
「
文
芸
消
息
」
一
「
時
事
新
報
」
大
７
・
１
２
・
１
７
一

＠
　
注
＠
に
同
じ
。

ゆ
　
「
南
京
奇
望
街
」
一
「
新
小
説
」
２
４
－
３
、
大
８
．
３
一

＠
　
「
画
紡
記
」
一
「
中
央
公
論
」
３
４
１
３
、
大
８
．
３
）

冨
　
井
上
紅
梅
「
芝
居
の
研
究
一
四
一
役
と
本
・
役
柄
に
つ
い
て
」
一
『
支
那
風
俗
』
巻

　
中
　
大
１
０
・
４
・
２
５
、
日
本
堂
書
店
一

＠
　
芥
川
龍
之
介
「
北
京
日
記
抄
　
四
・
胡
蝶
夢
」
一
『
支
那
潴
記
』
大
１
４
・
ｕ
．
３
、

　
改
造
社
一

ゆ
　
『
日
本
人
名
大
事
典
一
新
撰
大
人
名
辞
典
一
』
第
四
巻
一
昭
１
２
・
１
２
．
２
０
、
平
凡

　
杜
一

ゆ
　
注
ゆ
に
同
じ
。

＠
　
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
　
　
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
「
第
３
編
　
東
亜
同
文
書

　
院
大
学
」
一
昭
５
７
・
５
・
３
０
、
渥
友
会
一

ゆ
　
『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
事
典
』
一
平
６
・
２
．
１
一

＠
　
芥
川
龍
之
介
『
支
那
瀞
記
』
一
大
１
４
・
ｕ
・
３
、
改
造
社
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

＠
　
注
ゆ
に
同
じ
。

ゆ
　
田
中
純
「
谷
崎
潤
一
郎
の
胃
袋
」
（
『
作
家
の
横
顔
』
昭
３
０
・
７
・
１
０
、
朝
日
新
聞

　
社
）

＠
土
屋
計
左
右
「
上
海
に
お
け
る
谷
崎
君
」
（
「
谷
崎
潤
一
郎
全
集
付
録
」
２
９
　
昭

　
３
４
・
７
、
中
央
公
論
社
）

付
記
　
本
稿
で
引
用
し
た
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
、
書
簡
等
は
、
特
記
し
た
も
の
を
除
き
、

　
　
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
全
三
十
巻
（
昭
５
６
・
５
・
２
５
－
昭
５
８
・
５
・
２
５
、
中
央
公

　
　
論
杜
）
に
拠
っ
た
。
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
な
お
、
地
名

　
　
は
当
時
の
呼
称
の
ま
ま
で
記
し
た
。

六
〇
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